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1 .はじめに

初等教育における向然体験のA要性について

は，これまでも多くの研究者が指摘している(野

凹 2001. I{糸lJí~ほか 2009 など) 。 また.三li}ilt 20 il: 

に改訂された小学校学切指樽要領「理科」の教科

の I l t~には . r自然を愛する心.mを育てること」

がIljJ示されており .学習指導袈領附説においても.

自然を愛する心情を植物の抜陪や比虫の飼TIとい

う体験所90J を iill して育むことの11í.~~伯:について述

べられている(文部科・学省 2008)。

特に，植物の抜111 については~!H科以外において

も， 小学校における「生前科jの定治や.r特別i1iifUJJ 
および「総合的な学習のi刷IIJJ等;の中での体験学

宵の直視とその推進により.学校教育現場におけ

る導入事例が附力11しつつある(末広ほか 2007)。

しかしながら，初等rl'等教育において栽府学習

として杭極的に位世づけられているのは .小学校

の的 1.2学年の「生前科Jおよび第3学年の「

理科J と ' I ' ~;主4交の「技術科 J に|決られている

。しかも.rl'学校の「技術利Jにおける栽防学刊

は.選択題材であり授業H寺I!lJの時保が|列車liiな現状

にある。これらのことから.義務教fil支l'日・におい

て栽培学習の機会は十分には保障されていないと

いえる(末広ほか 2007)。さらに. どのような

植物を学校現場等で栽椛した経験があるかについ

， J;kJ;.巨大学教'('{"'/:音1¥

2琉球大ザ:災学tm

て !日本的にi測査したli)f究は少ない(大!たほか

2004)のが現状である。

そこで本研究では.小学校教員免許状JT!l.仰を希

望する大学生を対象として，正.J等学ー校までの植物

絞桁経験について1'(問紙によるアンケー トを実施

し組物栽培経験の実態について調査をおこなっ

た。

2.調査方法

小学校教員免許取刊ーを希望している琉球大学教

育学部の学~. 113人を対象にl制抗 (2013(，I~ 1月 .

61人. 6 n : 31人. 7 )-J : 21人)を行った。訓

資は質問紙法により，身近な他物の栽栴経験のギT

?~~やその場所について設11:1を t没け\選択または r'I

111記述によ って回終させた。各氏I::J内谷は.以下

のjl(1りで、ある。

質問① 所以・性日IJ. (，r.j愉・出身地

'f.r1::J② f以下の111(4却を学校または向むなどで紋

培したことがありますか?ある場合は「幼 ・

小 ・'1'・ρ'j'1'1宅J. 1!'i，いj晶子Tは rx J.その

生物を知らない場介はf?Jを回答捌に記入

してください。その他はムを記しその内科

について宅きスペースに記入してください。

"'~J等学校までの経験をもとに問符をお L9Il い

します。j
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キャベツ ジャガイモ トウモロコシ

アサガオ ヘチマ ホウセンカ

ヒマワ リ サツマイモ チュー リップ

イネ アブラナ (菜の花)

質Illj① fその他に栽椛したことのある植物があれ

ぱ以下に記述してください。「純物名J(幼 ・

ノト ・rr. i'，':j .向)J

3.結果および考察

回答者.113人の内訳は目男性が42人 (37.2%).

女性が71人 (62.8%).平均:11齢 2し1irli.. i中制叫

出身者が 74人 (65.5%). 他府県1'1'，身新ーが39人

(34.5%)であ った。以下に各質Il!jについての1"1

答品古来および考察をd口述する。

1 )植物栽培経験の全体的傾向

アンケートの対象となった刷物の栽常経験の桁

無については表 lに.栽f庁を経験した助所の1111Jf，-

については表2に示した。

川答者が小学校当時に使}I]した nllifGI.J教科;11:

中の用語については.椀埜 (2006)が全山H肘1:(6 

社).全学年分について詳細!に調作している。本

研究では.この結果に基づいて考祭を行った。以

下.各村l物の教科 iljーでのJI~ り扱い状況については.

全て梅が (2006)からのづ1111である。

また.理不|のliiJiじについても.回答者が)従修し

ていたと考えられる平成 10年告示の小学校学判

指導要領内Il科J(文部科学省 1999)の内特につ

いての記述である。

アンケー卜の対象となった村l物の内で.JI，，(もらt

表 1 各植物の殺治経験

1'.の栽府経験率が高かったのはアサガオ (94.7%)

であった。また.アサガオの栽培杭験者の 93.5%

が小学校で:'lJU脅を経験していることから. 小学校

の教材として最も一般的に将及し利用 されている

ことがうかがえる。アサガオは.3学年の教科:11.

では 11'1:.5学年では4主1:.6学年では 1ll:が取

り扱っており. 5学五|の1j1.元 「他物の発芽・成長・

結実」の教材としてのi古川が日{著である。

栽培経験不の 2 位から 4 位まで・はその ~lilJ合に大

差がなく . 2位チューリップ (67.3%).3位ジャ

ガイモ (63.7%).4位ヒマワ リ (63.7%)であった。

チュー リ ップは.別手|の数字|世にはほとんどJ~

り卜ーげられていないが (3学年で 1-1'J:).栽持'f経

験1'i'の小学校での栽閉経験率が75.0%と正月いこと

から.J!I!.科ではなく 1・2学年の「生前科」また

は.特別活動等でのJI~ り走I lみに利川 されている可

IiE'ti!:がJJJい。

ジャガイモの栽培経験者の栽培経験場所は小学

校 (60.096 ) が{lk も 1.5 かった。 教科告でのJI~ り 扱

いは. 4 ~学年で 2 社， 6学年では全ての/['，版社と

なっている。ただし 6学年「生物と環境Jの単

元では. ヨウ京デンプン反応等のとトー物の養分のJI~

りプJに|品liiliした取り扱いが中心である。殺だfを

行っている可能性があるのは 4~手:年 ftli1J!放l や仙'

物と季節Jの単元のみなので.理科の授業で杭秘

的に栽梢を行っている訳ではないようである。

ヒマワ リについては，栽作i経験者の小学校で、の

~&j行経験率が 76.2% . その他の場所での栽培;経験

準が23.8%と.チューリップの栽培経験者の結果

数字I;t問符イ汗の:x;，欽。 ) 1)、lは%。

植物名
栽培経験の有無

有る 無い 知らない 無回答

アサガオ 107(94.7拡) 5 (4. 4覧) 。 1 (0.9首)

チューリップ 76(67.3略) 36(31.9首) 。 1 (0.9覧)

ジャガイモ 72(63.7首) 40(35.4覧) 。 1 (0. 9略)

ヒマワリ 71 (62. 8%) 41 (36.3首) 。 1 (0.9覧)

ヘチマ 64(56.6略) 46(40.7時) 。 3 (2.7略)

サツマイモ 59(52.2首) 51 (45. 1首) 。 3 (2.7覧)

イネ 54(47.8覧) 56(49.6首) 。 3 (2.7覧)

ホウセンカ 51 (45. 1見) 59(52.2首) 1 (0. 9略) 2 (1.8首)

キャベツ 33(29.2覧) 76(67.3見) 1 (0.9覧) 3(2.7首)

トウモロコシ 32(28.3覧) 79(69.9覧) 1 (0. 9覧) 1 (0.9覧)

アブラナ 17 (15.0%) 90(79.6見) 。 6(5.3覧)
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と似た傾向が見られた。教科i'l'では 3学年から 6

~:年まで各 l 社ずつ取り扱っているが.紋斤?を行

う可能性があるlji.元は. 4学年 rifOJ物や植物と季

節J. 5学年「植物の発芽 ・成長 ・結実」などに

|浪られており .チューリップと同様に生活科また

は，特別的助等での取り組みに利用されている可

能性が高u、。

紋々?経験~，; 5 f立のヘチマ (56.6%).7 f立のイ

ネ (47.8%).8 f立のホウセンカ (45.1%)の栽培

経験者については小学校での栽府経験が尚く .そ

れぞれ83.7%(ヘチマ).85.0% (イネ).84.6%(ホ

ウセンカ)だった。

これらの粒物については，小学校の教科~II ~:での

取り扱いの程度も大きくヘチマは4学年で全社.

5学年で5社.ホウセンカは 3学年で・会社. 4 ~学

年で l社. 5学年で4長1:. 6学年で 3=/'J:. イネは

5学年で2社. 6学年で 5社がllil.り i放っている。

小学校での紋培学科教材としての重要性が.小学

校での栽j-ì'~経験の111i さにつながっていると考えら

れる。

栽J行経験~~61立のサツマイモ (52.2%) は.意

外なことに理科の教科刊で取り扱われていなし、。

栽明経験者の栽府経験場所も.小学校 (68.9%)

に次いで幼稚園 (28.9%)の制合が向い。この柏

物も理科より生活科または.特別活動等で前川さ

れている可能性が向い。

栽培経験率 9位のキャベツ (29.2%).]0位の

トウモロコシ (28.2%)については.教科:jli:での

取りJ淡いは少なくなく. トウモロコシは3学年で

2社. 5 ~学年で会社 . 6己主:年で3社， キャベツは

3学年で全十J，6学年で lネJで、ある。 しかし今

回の澗査では栽府経験のj!!f:いさt生のプiが圧倒的に

多かった。また栽培経験者の栽府経験場所も.

トウモロコシは|主|宅での栽培経験が47.8%と最も

向く .キャベツでも小年校 (51.9%)に次いで、自

宅が37.Q96と，他の組!ltJJと比較して自宅での割合

が17iかった。 したがって.岡純物の栽培.に1M]して

は家出来I~i問:での比率が向く，学校での栽培学習

の教材としての午I]mはあまり行われていないよう

である。

栽培経験率がMも低いアブラナ (15.0%) につ

いては. 教科書での取 り扱いも少なく 5 ~学年で 1

社であった。

さ7・~の刷物栽府経験の全体的傾向をまとめる

と. アサガオがl，iもJ主f古・経験率が日く 94.7%，

i欠いでチ ュー リップが67.3%.ジャガイそが

63.7%. ヒマワリが62.8%であった。反対に経験

不が11止も低いものが.アブラナで 15.0%，次いで

トウモロ コシが 28.3%であった。

抜Y庁経験者-の松市場所として最も多いのは小学

校，次いで自宅という傾向が多くの植物で共通し

ており 栽培場所として中学校やわj等学校の割合

は非常に11¥:い。

アサガオ，ヘチマ，イネ.ホウセンカについて

は，栽培経験者の 80%以上が小学校で手;Jurrを経

験しており. 学習数料ーとして小学校で町活川 されて

いることがうかがえる。

サツマイモは.小学校の次に幼稚凶lでの栽培経

表2 栽繕経験者における場所ごとの毅培経験率の比較

それぞれの植物において，各Jj，)所での~&r行経験行-欽を-f~m'~場所の同作者数で割った1也
からP:1I¥.:tHiP場所は~1数問答: lIrなので、 合計は 100%を上阿る場合がある。

植物 名 回答者数
場所ごとの裁治経験率(%)

幼 中 高 自宅 その他

アサガオ 77 5.2 93.5 0.0 1.3 15.6 0.0 

チューリ ップ 52 11. 5 75.0 1.9 0.0 23.1 0.0 

ジャガイモ 55 18.2 60.0 9.1 1.8 27.3 0.0 

ヒマワリ 42 16.7 76.2 9.5 2.4 23.8 0.0 

ヘチマ 49 2.0 83. 7 2.0 0.0 22.4 2.0 

サツマイモ 45 28.9 68.9 15.6 0.0 15.6 0.0 

イネ 40 2.5 85.0 10.0 0.0 12.5 2.5 

ホウセンカ 39 。。 84.6 2.6 0.0 17.9 0.0 

キャベツ 27 7.4 51. 9 3. 7 0.0 37.0 0.0 

トウモロコシ 23 17.4 26.1 8. 7 0.0 47.8 0.0 

アブラナ 12 8.3 66. 7 。。 。。 25.0 0.0 
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JIi;免が多い。芋持11りイ本験なと'i'JJW位lの行:tJiでj前)11さ

れていることがぶ|唆される。放塙JJWfrで他の，M物

と1iiも符iliiJカ斗慢なるのカfトウモロコシで，~友j"i'~JJ)j 

所として:11占も多いのが!主!宅. 次いて，γ小ト乙ザl

ている。 教材としてよりも家庭菜1~11 ;'} での栽J-;"，:が

多いと思われる。

表 3 栽培経験のあるその他の主な植物

1:1 rli記述内容として4人以上が|口I~ した純物

植物名 回答者数

トマト(ミニトマト含) 23 

ゴーヤー 12 

パンジー 6 

タマネギ 5 

-ー-ー、ノエ刊ノム、ノ 5 

キュウリ 4 

スイカ 4 

ニフ 4 

サボテン 4 

その他， I当AJ，!l'.述でu)奇れ験がある刷物の記11&

を;Jとめたところ 54人から.合計 73粧鎮の十，i[!I?1J
についてfill答があった。これらの組物の大部分は.

家出で栽椛を行っ ている野菜や栄物. 制民布rr物;~;

で)(まかな内訳としては.M!f'菜 ・染物等に!瓜す

る祁{物が 45種dii.観葉植物等に以する;M[物が 28

極，jfjて、あった。これらの他物のう ちで問答数が多

かった組物については，表 3に示す。

2 )栽培経験における地域差

栽府経験の有!!!f，について?ljl縄県出身者と他府県

のiU身者で~I:::があるかどうかについて検討するた

めに Fishcrの正Ti(f，Ti(lI率検定を使川して.栽常

経験の有M，の割合について検定を行った (表4)。

その結月4.アサプfオ.チューリップ.ジャプfイモ.

ヒマソリ .ヘチマ.ホウセンカ .キャベツ. トウ

モロコ シ，アブラナについては，MUI的な有志;訟

は検11'1できなかった。また.サツマイモとイネの

j主府経験平については.他府県出身朽の方がiljl純

県w身者-よりも統計上イ1・意にfJ;jかった。

11本人のーUi主で‘ある米を収機するため.イネの

栽培は全同~地で一般的に行われており .身近に

凡られる松明植物の代表絡であるが. i 'I'~~U~，~では

少々、Jj.'1fiが到なる。

現イ1:のi'l哨日県で、は.サトウキビがj主幹作物とし

て栽併されており ，稲作はあまり行われておら

ず.イネ (水稲)の都道Jh 県別作付 1(IHi~について

は. ?Ij'純以 は*j;(~~宇に次いで全国で 2 呑口に低

い。jJZ林水Il'(省 (20l3b)の統計によれば.平成

25 ifJ比作付而:fI'tは.47 fな東京都 161ha， 46位

?'! I純V，~ 890 ha. 45 f立:神奈川リ，~ 3.150 haであ り，

ilj'純りょの作付而和は 全1'1'1で3番目に少ないや11奈

川県の3分の l以下である。

農作物として身近に栽培しているという こと

と.ザ:校での教材として利用することとは.必ず

しも述肋しているとは芋;えないが.学校での栽収

にl経して地域の民家の!hb)J7夕刊られない状iJtにあ

表4 裁培経験の有無についての出身地縁差

栽培経験の有無 Fisherの
植物名 沖縄 他府県 正確確率検定

有 無 有 無 P {直
アサガオ 10 (95.9略) 3 (4.1略) 31(94.9首) 2 (5. 1覧) 1.000 

チュー リップ 45 (61. 6覧) 28(38.4唱) 31 (19. 5首) 8(20.5覧) 0.060 + 

ジャガイモ 45(61.6略) 28(38.4覧) 21(69.2首) 12(30.8略) 0.535 

ヒマワリ 45 (61. 6覧) 28 (38.45) 26(66.1覧) 13 (33.3覧) 0.683 

ヘチマ 31 (52.1覧) 34(41.9%) 21(69.2首) 12(30.8覧) 0.101 

サツマイモ 34(46.6覧) 39(53.4首) 25(61.6略) 12(32.4'覧) 0.044 * 
イネ 29(40.3略) 43(59.1略) 25(65.8首) 13(34.2覧) 0.016ホ

ホウセンカ 34(41.9覧) 31 (52. 1%) 11 (43.6%) 22(56.4覧) 0.694 

キャベツ 18 (25. 1覧) 52(14.3略) 15(38.5略) 24(61.5略) 0.195 

トウモロコシ 20(21.8覧) 52 (12. 2首) 12 (30.8%) 21(69.2首) 0.821 

アブラナ 8 (11. 4%) 62(88.6略) 9 (24.3覧) 28(15.1首) 0.100 

*有意差あり + イf:むitはないが差が顕著

cu 
nv 



るのはtJi.笑なので，他府県1'1'，身者と比較して， i'l' 
縦県，'1¥身者-の抜培経験が少ないことは型肝でき

る。

ーブi， サツマイモについてはi'l'純比Lでの栽培が

特に少ないという事実は無いJZ林水産省(2013a)

の統計によれば， i'l'純県の‘|勺主 24イl'肢かんしょ

(サツマイモ)作付加都は.全11<1で 18f立 (252

ha)である。

また . サツマイモが'1'1詞から ill ' ~~ll (琉球)を紅

て日本全国にJLがっていったと い う照史 (1'0{t'f:M，~ に

ついてもよく知lられており .県民にとってもなじ

み訪れイl'物である。そのため.イ山手I叫1'1'，身者-に比

して絞府経験が少ない.fI1[山については.不IYJであ

る。今後のより詳細|な訓査が必要であろう 。

また.チューリップについては.統計的な右立

法は見られなかったが，1也の植物 とj凶変して抜均年

経験の.i.hlいがよきいfL1i!i'Jが比られた。冬季の気jilli

が高いれ11車:U UI ~では， チューリップの IJfJ花弓f を 1" :) め

るには11bliit処開会主の手間が必裂であるため，他府

県に比べて紋併が革11しい環境にある。illl純llLでの

状況を把握するためには， f;J(fJ~の制i: i'i'j応令:で、の!坂

光状i}~等も合めてより 11HI!I な別殺が必虫ーて桶あろう 。

4.おわりに

伊jj長・ilWl:;IL(2006)によれば，1'1然体験の程位

が市jい教育学部学中.は そうでない教育学部学生

や他~7:~~1)学生に比べて.教iiにおける自然体験の

í1I:控q~1:を多tfiな侃点から:tJtえる符i lí'J f){あることを

J行摘している。 また.米山、ほか (2007)によれば，

栽培学習は，n完然然);長-ミ、との対話をi通且しての当Z司中jドiL.J-背の1主1 

{体本的な泊語ω励~Jが立2泣民~;，求Rとされため. その民IJf.Jのあり方次

第では，.tiiにn然や社会認泌を深める学習とけで

なく .その実体験を過して .こころの健全行成に

かかわる多くの|潟市が可能である ~J i.が指摘されて

いる。

そのため.紋I去年:ilJ!等の内然体験ザ:習を教貝長

Jえのカ リキュラムの1)'でI収り 扱 うことは必必であ

ると考えられるが，そのためには対象となる学生

述のlこ|然体験についての実態担保がXll要となるで

あろう 。

調子}?対象者が少ないこともあり .本研究の結保

が小学校教11志望学flの槌物紋桁経験の尖態をJ卜ー

慌に示しているとは必ずしもいえないが，大まか

な傾向をIYJらかにすることには笥ー与できたのでは

ないかと思う。

今後は，，U司査対象とする自然体験の純聞を広め

るとともに.賀川|人j容等について i呼検討を行い.

より lヒ硫な実態のJ巴~lf)が可.flEとなる訓先 ・ 研究を

.illiめることが望まれる。
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